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地
方
空
港
の
活
性
化
策
及
び
新
千
歳
空
港
の
機
能
向
上
に
関
す
る
質
問
主
意
書

今
日
、
わ
が
国
は
、
ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
大
交
流
時
代
を
迎
え
て
い
る
。
し
か
し
、
国
内
の
受
け
入
れ
態
勢
は
十
分
と
は
言

い
が
た
い
。
特
に
、
国
際
的
な
オ
ー
プ
ン
ス
カ
イ
（
「
空
の
自
由
化
」
）
導
入
を
受
け
、
航
空
業
界
は
大
競
争
時
代
へ
の
突
入

が
必
至
の
中
で
、
わ
が
国
の
航
空
政
策
は
、
こ
れ
ら
の
時
代
の
潮
流
に
的
確
に
対
応
し
て
い
る
の
か
、
疑
問
を
感
じ
ざ
る
を
得

な
い
。

政
府
は
、
平
成
二
十
年
十
二
月
、
「
空
港
の
設
定
及
び
管
理
に
関
す
る
基
本
方
針
」
（
以
下
、
「
方
針
」
と
い
う
。
）
を
決

定
し
、
こ
の
中
で
わ
が
国
の
航
空
政
策
を
国
内
三
空
港
に
ウ
エ
イ
ト
を
置
い
た
整
備
・
活
用
方
策
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、

地
方
空
港
の
整
備
・
活
用
に
つ
い
て
は
、
具
体
的
な
方
策
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

ア
ジ
ア
の
国
々
と
の
大
交
流
は
、
今
や
産
業
経
済
や
観
光
を
は
じ
め
教
育
な
ど
幅
広
い
分
野
で
展
開
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
中
で
、
地
方
空
港
の
役
割
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
地
方
空
港
の
活
性
化
策
や
支
援
策
こ

そ
推
進
す
べ
き
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

「
方
針
」
で
は
、
地
方
空
港
の
活
性
化
な
ど
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
地
方
空
港
の
意
義
や
役
割
を
考
慮
す
れ
ば
、
将
来
ビ

一



ジ
ョ
ン
や
活
性
化
策
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

二

現
政
権
で
は
、
空
港
運
営
の
民
営
化
を
強
く
打
ち
出
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
ど
の
よ
う
な
考
え
方
な
の
か
、
伺
い
た

い
。

三

政
府
は
、
「
空
港
運
営
の
あ
り
方
に
関
す
る
検
討
会
」
を
設
置
す
る
方
針
を
示
し
て
い
る
。
地
方
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
に
は
、
地
方
の
空
港
政
策
の
代
表
も
参
加
さ
せ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
如
何
。

四

国
管
理
空
港
で
の
離
発
着
料
に
な
ぜ
差
が
あ
る
の
か
。
ま
た
そ
の
基
準
を
示
さ
れ
た
い
。

五

地
方
空
港
に
お
け
る
、
Ｌ
Ｃ
Ｃ
や
ド
ク
タ
ー
ジ
ェ
ッ
ト
な
ど
の
乗
り
入
れ
に
対
応
す
る
専
用
タ
ー
ミ
ナ
ル
設
置
な
ど
、
具

体
的
な
方
策
は
あ
る
の
か
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

六

今
後
も
増
加
す
る
外
国
人
の
出
入
国
手
続
き
を
簡
素
化
、
迅
速
化
す
る
た
め
に
も
、
Ｃ
Ｉ
Ｑ
体
制
の
さ
ら
な
る
充
実
が
必

要
と
考
え
る
が
、
見
解
如
何
。

七

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
の
観
点
か
ら
も
、
離
島
路
線
に
対
す
る
十
分
な
航
路
確
保
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺

い
た
い
。

八

北
海
道
の
発
展
の
た
め
に
は
、
国
内
外
か
ら
の
観
光
客
誘
致
や
経
済
交
流
の
活
性
化
に
よ
る
地
域
振
興
が
重
要
で
あ
り
、

二



新
千
歳
空
港
は
北
海
道
の
拠
点
と
し
て
、
国
際
拠
点
空
港
に
ふ
さ
わ
し
い
機
能
向
上
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と

か
ら
、
新
千
歳
空
港
に
関
連
し
、
以
下
質
問
す
る
。

�

新
千
歳
空
港
は
、
航
空
自
衛
隊
千
歳
基
地
と
隣
接
し
て
い
る
た
め
、
防
衛
上
の
理
由
か
ら
平
日
に
お
け
る
中
国
な
ど
の

一
部
外
国
エ
ア
ラ
イ
ン
の
乗
り
入
れ
が
制
限
さ
れ
て
い
る
。
本
年
三
月
に
は
一
部
制
限
が
緩
和
さ
れ
た
が
、
利
用
客
は

年
々
増
加
し
て
お
り
、
さ
ら
な
る
制
限
緩
和
が
必
要
と
考
え
る
。
政
府
の
見
解
如
何
。

�

地
方
空
港
の
活
性
化
の
観
点
か
ら
、
新
千
歳
空
港
に
お
い
て
、
土
地
の
所
有
と
空
港
施
設
、
及
び
駐
車
場
の
一
体
管
理

が
必
要
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

�

我
が
国
の
北
の
国
際
拠
点
空
港
と
し
て
の
重
要
性
に
鑑
み
、
新
千
歳
空
港
に
お
け
る
航
空
機
の
安
定
的
な
運
航
が
必
要

と
考
え
る
が
、
航
空
機
の
就
航
率
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
政
府
の
対
策
如
何
。

�

新
千
歳
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
の
水
道
料
金
は
通
常
の
三
倍
と
高
く
、
空
港
内
の
飲
食
店
等
の
料
金
に
反
映
さ
れ
る
た

め
、
利
用
者
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る
。
な
ぜ
、
通
常
の
三
倍
も
の
料
金
に
な
る
の
か
、
そ
の
理
由
を
示
さ
れ
た

い
。

�

右
記
�
に
関
連
し
て
、
新
千
歳
空
港
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
向
上
の
観
点
か
ら
も
、
水
道
サ
ー
ビ
ス
を
実
施
し
て
い
る
事

三



業
者
を
入
札
で
選
ぶ
な
ど
の
改
善
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見
解
如
何
。

�

新
千
歳
空
港
は
、
現
在
国
が
運
営
を
行
っ
て
い
る
。
空
港
を
地
域
の
観
光
振
興
戦
略
に
沿
っ
た
形
で
活
用
し
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
企
業
が
空
港
運
営
に
参
画
す
る
な
ど
の
民
間
活
力
の
導
入
が
望
ま
れ
る
が
、
政
府
の
対
応
如
何
。

右
質
問
す
る
。

四


